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国際理解教育において、平和の実現は最重要な目標で
ある。実際、本学会でも、平和の実現を希求する教育に
関する研究や実践が積み重ねられてきた。それは、本学
会が、ユネスコ1974年勧告「国際理解、国際協力及び国
際平和のための教育並びに人権及び基本的自由について
の教育に関する勧告」を契機に創立されたことに起因す
る。1974年勧告では、タイトルからも明白なように国際
平和の実現が中心的課題の一つとされている。そして、
平和の維持、促進、発展、強化が随所に高らかに謳われ
ている。その1974年勧告を契機に創立された本学会の
「設立の趣旨」では、「人々の心に平和の砦を築く
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という
精神の下に、ユネスコが永年唱えてきた平和と異文化理
解を軸とする国際教育の必要性が今日ほど高まったとき
はない。～〈中　略〉～東洋の太平洋に浮かぶ我が国が、
21世紀に向けて、東洋と西洋を結び、南と北を繫ぎな
がら、世界の諸国民と平和共存する
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ためには、人々の心
に国際教育の重要性を訴えなければならない。」（傍点引
用者）と、平和の重要性を提起している。こうして平和
の文化の構築は、本学会の創立以来の最重要課題の一つ
とみなされてきた。
第二次世界大戦以降、多くの戦争や紛争、内戦が起

こってきた。その度に、平和について考え、平和の実現に
向けたさまざまな教育が展開されてきた。世界平和の実
現には、不断の取り組みと問い直しが必要だからである。

しかしながら、現在の状況は、世界平和の実現とは程
遠い状況にある。ロシアによるウクライナ侵攻が開始さ
れて1年が経つが、いまだ終結の見通しが立っていな
い。新型コロナウイルス感染拡大と重なり、世界経済と
国際秩序に大きな打撃を与えている。これまで当たり前
に享受してきた平和が揺らぎ、足元が崩れていくような
不安な思いをしている人々も多い。2月6日に発生した
トルコ・シリア地震でも、シリア内戦の影響で、被災地
に国際的な支援を十分に届けることができない状態が生
じている。
また、平和を戦争の不在に限定せず、「構造的暴力」
や「文化的暴力」の不在を前提に、「消極的平和」と「積
極的平和」の全体として広く捉えている平和学における
平和の捉え方も広く認識されてきている。戦争が発生す
る複雑な諸要因を多様な観点から分析し、社会の構造や
文化に焦点を当てて平和を構築しようとする教育アプ
ローチも注目されてきている。
このような状況にある現在において、国際理解教育に
おける平和と平和教育の重要性と課題、今後の展望につ
いて、あらためて考えることが必要と考えた。そこで、
本特集「平和と国際理解教育」では、本学会会員により
平和に関わる問題や課題、教育実践について、国際理解
教育の観点から考究することを目的とする。多様な学問
領域・問題関心からの投稿を期待したい。
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